課題３解答
[bookmark: _GoBack]○メンデルの３法則まとめ

· 優性の法則
対立遺伝子には、はたらきの上で優劣があり、優性遺伝子と劣性遺伝子をもつヘテロ接合体には、優性形質だけが現れること

・分離の法則
減数分裂によって配偶子が形成されるとき、同じ遺伝子座上の遺伝子がそれ　　ぞれ分かれて別々の配偶子に入ること

· 独立の法則
対立遺伝子が何組あっても、それらがすべて異なる遺伝子座上にある場合、各組の対立遺伝子は互いに影響し合うことなく、独立に配偶子に入ること。

○優性の法則、分離の法則の具体例

例　えんどう豆で、丸形のホモ接合体をRR
　　　　　　　　　しわ形のホモ接合体をrrとする。
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RR、Rrは丸形で、rrはしわ形　　　　――優性の法則　

丸形:しわ形=3:1　　　　　　　　　　――分離の法則
○独立の法則の具体例
えんどう豆で、種子の形を決める対立遺伝子を(R、r)
　　　　　　　　　　子葉の色に関する対立遺伝子を(黄色Y、緑色y)とする。
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表現型　丸・黄:　丸・緑:　しわ・黄:　しわ・緑=9:3:3:1　　　　　　　　――独立の法則

メンデル以前に唱えられていた遺伝のしくみ
· 融合説
親の卵子や精子に存在する『何らかの液状のもの』が混ざり合うことにより両親の特徴が子に引き継がれると考えられていた。

· パンゲネシス説（汎生説）
遺伝は体全体の各部分から生産される特殊な粒子(ゲンミュール)によるもので、この粒子が生殖細胞に運ばれ、受胎のときに子に伝えられるという説
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